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2018 年「平和の集い」 

地協の「平和の集い」は、６年連続で阿智村駒場にある満蒙開拓平和記念館を見学しました。 
 

実施日：2018 年９月８日（土）7:20 飯山出発（～中野市役所～須坂消防署を経由し現地へ） 

参加者：13 単組・23 名 
 

参加者による記念撮影（会館前にて） 

 

高水地協は、連合の「平和運動強化期間」の取組

みの一環として、６回目となる「満蒙開拓平和記念

館見学」を実施しました。 

満蒙開拓平和記念館は下伊那郡阿智村駒場にあ

り、2013 年４月に開館された博物館で、2016 年

11 月 17 日には天皇、皇后陛下もこの記念館を訪

れております。 

「満州国」とは、中国東北地方にかつて 13 年間

だけ存在した幻の国であり、そこへ日本から 27 万

人の農業移民「満蒙開拓団」が渡って行き、戦争で

多くの犠牲者を出してしまった苦難の歴史を、こ

の平和記念館が伝えています。 

長野県は、移民された方の人数が都道府県の中

で最も多く、私たちはこの歴史を風化させること

なく、後世に伝えなければなりません。 

記念館では、ボランティアガイドがわかりやす

く親切丁寧に説明してくれます。戦争の悲惨さを

学び、平和な社会とは何かを考えるうえで、貴重

な経験になると思いますので、皆さんも是非、満

蒙開拓平和記念館を訪れてみてはいかがでしょう

か。        （事務局長 大硲 純人）
 

前事不忘、後事之師 
―前事を忘れず、後事の教訓とする― 

前の事を忘れないのは、後の事の師（教え）とするためで

あり、過去の経験を忘れないで、将来の戒めとする。 

※開館の敷地内には、この「ことわざ」の碑が建立されています。 

日中双方に多くの犠牲者を出した「満蒙開拓」と

は、一体何だったのでしょうか。満州開拓者は 27

万人で死者 7 万８千人。青少年義勇軍は８万６千

人で死者２万４千人――。希望を持って渡満した

人たちが信じた「五族協和」「王道楽土」だったら、

こんなに犠牲者が出るはずがありません。 

五族（日本人・漢人・朝鮮人・満州族・蒙古族）

が仲良くは一等国

民、二等国民、三

等国民と差別した

現実であり、王道

とは、民のための

政治ですが、日本

からの入植者に与えられた土地は、現地人から一 
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町歩 10 円で強制収用した土地でした。王道ではな

く覇道、ナラズモノの政治です。誰かが誰かを騙し

たマインドコントロールの親玉がどこかにいたは

ずです。 

私たちの後に続く世代が、こんな悲惨なことに

再び遭うことがないように、『前事不忘、後事之師』

を私たちには語り継ぐ責任があります。

 
 
 

 

開館の紹介 

満州へと向かった満蒙開拓団（まんもうかいた

くだん）の困難と、苦労の歴史と平和の大切さを伝

える資料館。日本では満州移民の歴史を扱う民間

施設はここだけとなる。タイムトンネルを抜ける

ように展示物を見て歩き始めると、当時の希望か

ら困難などを見ていくことができます。体験者の

証言などもあり、いま私達にできることを子ども

と一緒に考えることができるスポットです。

  

第４回幹事会報告 

議長挨拶のあと、交替役員紹介と活動経過を確

認し、議事については、①平和集会・満蒙開拓平

和記念館見学ツアーの細部、②単組から提出され

た自治体要求・要望に関する活動反映、③須坂市

長（幹部職員）と労働団体との行政懇談会細部、

④第７回定期総会開催について審議しました。

日 時  ９月５日（水）午後６時 30 分～ 

場 所  高水地協事務所 

出席者  地協五役・幹事 26 名（委任状含む） 
 

高水地協第７回定期大会は 11月 17日（土）午後３時開会予定。終了後は大会交流会を開催します。 
 


